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創
作
の
脚
本

　
生
の
高
校
生
の
劇
を
作
り
、
上

演
し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
っ

た
か
ら
創
作
作
品
に
し
た
。
テ

ー
マ
は「
想
像
に
お
任
せ
す
る
」

と
し
た
上
で
、
高
校
生
活
の
日
常

を
描
い
た
。

演
出
に
つ
い
て

　
工
夫
し
た
点
は
、
高
校
生
活
の

会
話
や
人
間
関
係
を
リ
ア
ル
に

表
現
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
為
に

演
出（
高
原
）
は
、
キ
ャ
ス
ト
自

身
に
考
え
さ
せ
、
行
動
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
上
手
く
上
演
で
き

た
。

苦
労
し
た
舞
台
装
置

　
照
明
で
染
ま
り
や
す
い
色
に

教
室
の
パ
ネ
ル
を
塗
り
、
学
校
で

試
行
錯
誤
を
し
た
。
非
常
に
苦

労
し
た
点
は
パ
ネ
ル
と
パ
ネ
ル

の
接
続
で
あ
り
、
大
道
具
を
作
り

直
す
の
に
六
ヶ
月
も
か
か
る
な

ど
、
非
常
に
苦
労
し
た
。

本
番
中
に
は

　
本
番
中
、
大
道
具
の
椅
子
が
動

い
て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ

り
、
焦
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ス
ト

が
お
菓
子
を
食
べ
る
シ
ー
ン
で

少
し
む
せ
た
こ
と
も
ハ
プ
ニ
ン

グ
だ
。

役
作
り
と
そ
の
思
い

　
ミ
ナ
ミ
役
は
、
劇
中
に
出
て
く

る
お
菓
子
を
大
好
き
に
な
る
ま

で
食
べ
る
な
ど
、
役
に
な
り
き
る

た
め
に
努
力
し
た
。
加
え
て
メ

グ
ミ
役
は
、
ミ
ナ
ミ
の
こ
と
が
大

好
き
と
い
う
役
柄
の
た
め
、
暇
な

と
き
は
ミ
ナ
ミ
役
と
一
緒
に
過

ご
し
た
。
結
果
、
二
人
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
を
出
す
こ
と

が
で
き
た
。

　
本
番
を
終
え
て
、
ミ
ナ
ミ
役

の
佐
藤
は「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
。
楽
し
く
演
じ
る
こ
と
が
で

き
た
」
ま
た
、
メ
グ
ミ
役
の
西
村

は
、「
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
」と
話
し
た
。

裏
方
の
工
夫

　
音
響
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
プ
リ
ン
セ
ス
・

プ
リ
ン
セ
ス
の「
M
」
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
使
用
す
る
工
夫
を
し
た
。

さ
ら
に
音
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
わ

ざ
と
遅
く
す
る
、
工
夫
を
し
た
。

最
後
に
一
言

　
見
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感

謝
。
創
作
脚
本
独
特
の
、
言
葉
に

で
き
な
い
緊
張
感
を
受
け
取
っ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。

編
集
後
記

　
舞
台
装
置
の
大
き
さ
や
リ
ア

ル
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
教
室
の

扉
や
廊
下
な
ど
よ
く
作
り
込
ま

れ
て
い
た
。
劇
で
は
高
校
生
の

日
常
に
近
く
、
共
感
す
る
部
分
が

多
く
あ
っ
た
。

非
常
に
リ
ア
ル
さ
を
求
め
た
作

品
だ
っ
た
と
感
じ
た
。

（
担
当
）西
谷
、泉
、堀
田
、中
川

文化祭実行委員を決める、多数決の場面。

感
想
カ
ー
ド
よ
り

　
初
め
て
高
校
演
劇
を
見
た
。
想
像

以
上
に
リ
ア
ル
で
あ
り
、
そ
の
場
に

い
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
た
。

　
高
校
生
な
ら
で
は
の
感
情
が
伝
わ

り
、
見
て
い
る
側
も
楽
し
さ
や
気
ま

ず
さ
を
感
じ
た
。（
匿
名
）

作
品
名

M

舞
台
、演
出
に
工
夫

日
常
を
リ
ア
ル
に
再
現

10

M と書かれた紙を見つけたメグミ。
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